
（別紙３）

～ 令和　8年　2月　14日

（対象者数） 23名 （回答者数） 13名

～ 令和　　8年　1月　31日

（対象者数） 7名 （回答者数）
7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

ワークは担当別に評価をしているが、モニタリングの時以外

にも共有をしていく。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

ペアレントトレーニングの研修を職員が受ける。また、外部

講師等に依頼をしてペアレントトレーニングを行っていく。

2

学校休業日には地域の子供たちとの交流がもてる機会を計画

していく。

3

○事業所名 放課後等デイサービス　スマイルキッズ鍋島

○保護者評価実施期間
令和　8年　1月　8日

○保護者評価有効回答数

令和　8年　1月　8日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　8年　3月　17日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

送迎時やモニタリング時に保護者様の相談にのったしている

が、ペアレントトレーニングと言う形での実施ができていな

い。

ペアレントトレーニングを実施できる職員が現在いない。

地域の子供たちとの交流の機会が少ない。 平日は時間が少なく、地域の子供たちが多くいる公園へのお

出かけなどが難しかった。また、学校休業日には外出体験を

していることが多かった。

絵カードや個別のスケジュールを用いて視覚化して次の活動

を提示している。

ケア記録やワークの評価を必ず行い、日々の支援や個別支援

計画に反映し、モニタリングなどで共有している。

後日、職員間で振り返りを行っている。

事業所における自己評価総括表公表


